




























４． 新設分割が効力を生ずる日以後における当社の債務又は新設会社の債

務の履行の見込みに関する事項 

 

 

当社は、本新設分割計画に基づき、本成立日に、新たに設立する新設

会社に対し、本件事業に関して有する権利義務を承継させる本新設分割

に関して、以下の理由により、本成立日以降における当社及び新設会社の

債務（新設会社の債務については、当社が本新設分割により新設会社に

承継させる債務に限ります。）の履行の見込みがあるものと判断しました。 

 

（１）当社の債務の履行の見込みについて 

 

当社の 2021年 12月 31日現在の貸借対照表における資産及び負

債の額は、それぞれ 227,977百万円及び 88,393百万円であり、

139,583百万円の資産超過です。 

また、本新設分割により当社が新設会社に承継させる予定の資産及

び負債の額は、それぞれ 6,928百万円及び 232百万円になる予定で

すが、当社は本新設分割において、新設会社が発行する株式の全ての

割当を受けるため、本新設分割による当社の資産の額には変動はありま

せん。 

従いまして、当社は、その債務について債務不履行に陥ることはありま

せんので、本成立日以降における当社の債務の履行の見込みがあるも

のと判断しています。なお、承継する資産及び負債の金額は 2022年

10月 14日の現況に基づいた見込み額を記載しております。実際に承

継する資産及び負債の金額は、上記から変動する可能性があります。 

 

（２）新設会社の債務の履行の見込みについて 

 

本新設分割により当社が新設会社に承継させる予定の資産及び負債

の額は、それぞれ 6,928百万円及び 232百万円になる予定です。 

また、本新設分割後の新設会社の収益状況について、新設会社の負

担すべき債務の履行に支障を及ぼすような事態は、現在のところ予測さ

れていません。 

従いまして、新設会社は、本成立日以降における新設会社の負担す

べき債務の履行の見込みがあるものと判断しています。なお、承継する

資産及び負債の金額は 2022年 10月 14日の現況に基づいた見込み

額を記載しております。実際に承継する資産及び負債の金額は、上記か

ら変動する可能性があります。 

 

以  上 



 

 

会社法第 803条第 1項の定めに基づき、本店に備え置くべきものは以上の

とおりであります。 

 

 

 

2022年 10月 28日 

 

    愛知県豊明市栄町南館３番の１６ 

     ホシザキ株式会社 

      代表取締役社長 小林靖浩 

 


